
公的資金補償金免除繰上償還に係る財政健全化計画につし1

1.趣旨

公的資金(旧資金運用部資金･簡易生命保険資金･公営企業金融公庫資金)か(

上償還については,何らかの事情により償還年限前に元金を償還する場合に,補償

約金的なもの)を添えて繰上償還しますが,｢補償金免除｣とは,この補償金を免

地方公共団体の厳しい財政事情等踏まえ,公債費負担の軽減対策としてH19年度

として実施されるもので,徹底した行政改革･経営改革をおこなう地方団体を対象

補償金免除で繰上償還ができる特例措置がなされました｡

本市においてはすでに平成15年7月に策定した財政健全化計画に基づき,市民の

げて徹底した行政改革･経営改革をおこなっておりますが,さらに｢公的資金補償

画｣及び｢同公営企業経営健全化計画｣を別段に策定し,当該特例措置の趣旨を踏

で借り入れしている公的資金の繰上償還を行い,一括返済並びに低金利資金へ借換

の財政負担の軽減を図るものです｡

2.対象となる地方債

財政融資資金(H4年5月末までの本倍分) 公営企業金融公庫資金(H5年8

命保険資金(H4年5月末までの本借分)の5%以上の金利

3.繰上償還できる起債額 (単位百万円)

本計画の策定および承認により3年間で約43.9億円の繰上償還をおこなうこJ

の承認通知は1月初旬にありました｡(※繰り上げ償還の額は,今後国の予算状況

て変わることもあります｡)



4.本計画の抜粋(普通会計分)

計 画 名 公的資金補償金免除繰上償還に係る財政健

計 画 期 間 平成19年度～平成23年度

既 存 計 画 と の 関 係
笠岡市財政健全化計画(平成19年度～23

笠岡市行政改革大綱(集中改革プラン)(平成18

基 本 方 針

行政改革に知恵と工夫,そして汗を流さない自治体は財政危機に陥

し,健全な財政基盤を確立するため,第一に財政の収支均衡と財政構

政運営が可能な仕組みを創ること,第二に後年度の市民に大きな財政

ることを目的としています｡

※平成15年7月に策定した｢笠岡市財政健全化計画｣は毎年ローリン

財務上の
特 徴

平成18年度の｢形式収支｣は,5億799万円の黒字であり,｢実質収支｣も5億
が,｢実質単年度収支｣は1億350万円の赤字を計上している｡財政収支の均衡と

あり,歳入の減少傾向も勘案すると依然として厳しい状況である｡
財政構造については,経常収支比率は90.5%(前年度85.3%)と悪化した｡
大幅な減と扶助費などの増による,経常一般財源の減と経常経費の増によるものであ
笠岡市財政健全化計画では85%を目標としており,臨時の財政需要への対応や投資
ある｡

また,実質公債費比率は22.7%(前年度24.5%)と大幅な改善をすることが
合であり,注意ラインである18%を大きく超えており,引き続き公債費負担の適正
いく必要がある｡

財政運営課
題 と その

対処計画

課 題 ① 公債費負担の適正化

平成18年度実質公債費比率が22.7%であることを重く受け止め,笠岡市財政健全化
源対策債を含み,上限を15億円に設定する｡また事務事業評価ハード事業及びその他

いて上限を8億円に設定する｡(財源対策債分の額によっては8億円以下へ調整して
化を図る｡

平成14年度～平成18年度までの達成済み効果額 861百フ

平成19年度～平成23年度までの達成すべき計画額 89前

課 題 ② 公営企業会計への繰出金の適正化

平成18年度では14億円を超えている下水道事業に対する繰出金を13億円に設定し,
費は｢私費(使用料)の原則｣に基づき,その収支均衡を保つため平成22年度から実
う｡ それにより,下水道事業繰出金の縮減を行い,地方債償還充当割合を下げる｡

基準外繰出金を見直す｡ 地方公営企業法第3条(経済性の発挿と公共性)及び第17

に基づき公営企業の経営を進めていく｡

平成14年度～18年度までの達成済み効果額 0百〕

平成19年度～23年度までの達成すべき計画額 719百〕

課 題 ③ 施策の選択と集中並びに見直し

事務事業評価システム(PDCAサイクルの確立,立案事業をランニングコストも含め7
実施済事業の費用効果の検証)の導入,並びに制限付き一般競争件数の増加など入札f

委託の推進,新たな社会資本整備手法としてPFI等民間資金の活用や民間経営手法の導
り,行政施策の重点化と効率化を推進していく｡行政改革に知恵と工夫,そして汗を至

り,淘汰されることを深く自覚し,健全な財政基盤の確立を図る｡



5.本繰上償還による公債費(利子)軽減見込額

通常,市債を発行した場合には契約に基づいて償還年限まで元利金を償還してい

償還年限前に元金を償還する場合には,補償金(契約の中途解除による違約金的な

が,｢補償金免除｣とは,この補償金を免除することをいいます｡

本計画の着実な健全化実績をあげる等の条件を満たすことにより,19年度から

を支払うことなく繰上償還することができるようになりました｡高利で借り入れし

実施し,一括返済並びに低金利資金へ借換えをおこなうことにより,市では約7.

います｡

●19年度(H20年3月25日)に繰上償還し借換債を発行する分

普通会計 3,246

水道事業会計 101,325 29,425 71,900

病院事業会計 463,151 32,151 431,000

下水道事業会計 843,594 242,794 600,800

●20年度(H20年9月とH21年3月)に繰上償還し借換債を発行予定としている分

普通会計 343,109 340,900

水道事業会計 384,239 384,000

病院事業会計

下水道事業会計 1,082,671 1,082,600

笠岡市夫掛町学校組合

●21年度(H22年3月)に繰上償還し借換債を発行予定としている分

●合計

会計名


